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社
団
法
人
全
国
木
材
組
合
連
合
会

会
　
長
　
　
並
　
木
　
瑛
　
夫

年
　
頭
　
の
　
ご
　
挨
　
拶

　木
材
産
業
再
興
に
向
け
て
の
飛
躍
の
年
に

　
年
頭
に
当
た
り
一
言
ご
あ
い
さ
つ
申

し
上
げ
ま
す
。
皆
様
方
に
は
本
会
の
運

営
に
格
別
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
賜
り

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
、
三
月
に
東
日
本
大
震
災
・

原
発
事
故
と
い
う
未
曾
有
の
大
災
害
に

お
そ
わ
れ
、
ま
た
秋
口
に
は
台
風
・
豪

雨
災
害
が
発
生
す
る
な
ど
大
変
な
年
で

し
た
。
被
災
地
域
・
被
災
者
の
皆
様
方

に
は
、
お
見
舞
い
を
重
ね
て
申
し
上
げ

る
と
と
も
に
早
期
の
復
旧
・
復
興
を
心

か
ら
念
願
い
た
す
次
第
で
あ
り
ま
す
。

景
気
動
向
に
つ
き
ま
し
て
は
、
東
日
本

大
震
災
の
影
響
、
急
激
な
円
高
等
に
よ

り
、
全
体
と
し
て
は
低
迷
・
不
安
定
な

状
況
が
続
き
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
中

で
住
宅
着
工
は
平
成
二
十
二
年
実
績
を

少
し
下
回
る
水
準
と
見
込
ま
れ
、
木
材

業
界
は
木
材
需
要
の
停
滞
等
に
よ
り
依

然
と
し
て
明
る
い
兆
し
が
見
出
せ
な
い

一
年
で
あ
り
ま
し
た
。

　
昨
年
十
月
に
、
岩
手
県
盛
岡
市
で
全

国
木
材
産
業
振
興
大
会
を
「
新
た
な
木

材
利
用
へ
の
挑
戦
で
木
材
産
業
の
創
造

的
再
興
」
―
森
林
（
も
り
）
の
め
ぐ
み

を
活
か
す
大
震
災
復
興
―
を
ス
ロ
ー
ガ

ン
と
し
て
開
催
し
、
地
域
資
源
を
活
か

し
た
復
旧
・
復
興
、
木
材
利
用
の
促
進

・
創
出
な
ど
の
「
宣
言
決
議
」
を
行
い

ま
し
た
。
約
七
百
名
に
及
ぶ
参
加
者
の

下
で
復
旧
・
復
興
や
木
材
利
用
促
進
な

ど
に
一
致
し
て
取
組
ん
で
い
く
こ
と
を

確
認
し
合
う
意
義
深
い
大
会
で
あ
り
ま

し
た
。
皆
様
方
の
ご
協
力
に
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。
全
木
連
で
は
、
五
月
の
総

会
に
お
い
て
「
特
別
宣
言
決
議
」
し
た

大
震
災
復
旧
・
復
興
の
た
め
の
木
材
需

給
安
定
、
被
災
木
材
産
業
の
復
旧
・
復

興
対
策
、
原
発
事
故
関
連
対
策
の
ほ
か
、

木
材
・
木
材
産
業
の
振
興
対
策
の
促
進

等
に
つ
い
て
関
係
方
面
へ
の
要
請
や
業

界
の
自
主
的
取
組
み
活
動
を
進
め
、
さ

ら
に
は
振
興
大
会
宣
言
決
議
を
踏
ま
え

て
活
動
強
化
に
取
り
組
ん
で
き
た
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。
政
府
は
三
次
に
わ
た

る
補
正
予
算
で
大
震
災
、
災
害
関
連
対

策
を
措
置
し
、
林
業
・
木
材
業
界
が
強

く
要
望
し
て
い
た
森
林
整
備
加
速
化
・

林
業
再
生
基
金
事
業
の
延
長
措
置
も
第

三
次
補
正
予
算
で
実
現
で
き
ま
し
た
。

二
十
四
年
度
予
算
要
求
・
税
制
改
正
は

財
務
事
情
厳
し
い
中
で
所
要
の
措
置
が

盛
込
ま
れ
ま
し
た
。
関
係
機
関
に
お
礼

申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
施
策

の
着
実
な
実
行
に
よ
り
大
震
災
、
原
発

事
故
等
の
被
災
地
域
・
被
災
者
の
方
々

の
早
期
復
旧
・
復
興
、
木
材
産
業
の
活

力
回
復
が
図
ら
れ
る
よ
う
強
く
念
願
い

た
す
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　
今
、
木
材
業
界
の
緊
急
か
つ
最
大
の

課
題
は
木
材
需
要
の
回
復
・
拡
大
で
あ

り
ま
す
。
我
々
は
、
木
材
・
木
材
産
業

は
国
民
の
く
ら
し
、
低
炭
素
社
会
の
実

現
及
び
地
域
経
済
の
振
興
に
大
き
く
貢

献
す
る
と
し
て
、
会
員
挙
げ
て
木
材
需

要
拡
大
や
木
材
産
業
振
興
の
諸
活
動
に

取
組
ん
で
き
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。
公
共
建
築
物
等
木
材
利
用
促
進
法

制
度
や
森
林
・
林
業
再
生
プ
ラ
ン
の
実

現
対
策
の
取
組
み
が
本
格
的
に
始
動
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
施
策
や
多
く
の
関

お
し
ら
せ

「
新
た
な
木
材
利
用
事
例
」
発
表
会

　
全
木
連
と
木
材
利
用
推
進
中
央
協
議

会
は
、
二
月
二
日
午
後
一
時
三
十
分
よ

り
東
京
の
木
材
会
館
で
第
三
回
の
「
新

た
な
木
材
利
用
事
例
」
発
表
会
を
行
う
。

　
主
な
内
容
は
、
①
仮
設
住
宅
に
お
け

る
木
材
利
用
、
②
身
近
な
施
設
等
へ
の

木
材
利
用
、
③
大
型
木
造
建
築
物
の
木

材
利
用
事
例
な
ど
。

　
震
災
後
、
関
心
の
高
い
木
造
の
仮
設

住
宅
の
事
例
を
東
北
三
県
か
ら
報
告
す

る
ほ
か
、
身
近
な
施
設
等
へ
の
木
材
利

用
で
は
、
高
齢
者
・
福
祉
用
具
、
交
通

車
両
（
バ
ス
）、オ
フ
ィ
ス
・
店
舗
等
の

家
具
、
カ
ー
テ
ン
ウ
ォ
ー
ル
、
飲
料
用

木
製
水
槽
な
ど
広
範
な
分
野
か
ら
の
発

表
が
あ
る
。
ま
た
、
大
型
木
造
建
築
物

の
木
材
利
用
の
最
新
事
例
が
発
表
さ
れ

る
。

係
者
の
ご
尽
力
に
よ
り
、
木
材
を
も
っ

と
使
お
う
と
い
う
動
き
は
着
実
に
進
展

し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
実
需
拡

大
、
各
種
制
度
の
実
効
性
を
本
物
に
し

て
い
く
た
め
に
は
、
木
材
業
界
が
行
政

機
関
、
建
築
・
設
計
関
係
者
、
ユ
ー
ザ

ー
の
皆
様
方
と
の
連
携
を
密
に
し
て
各

般
の
取
組
み
を
進
め
る
こ
と
、
さ
ら
に

木
材
の
安
定
供
給
、
品
質
・
性
能
の
明

確
な
Ｊ
Ａ
Ｓ
製
品
、
合
法
木
材
・
乾
燥

材
の
供
給
体
制
を
き
っ
ち
り
整
え
て
い

く
こ
と
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
と
考
え

ま
す
。
全
木
連
と
い
た
し
ま
し
て
も
、

こ
れ
ら
取
組
推
進
、
課
題
解
決
に
全
力

を
挙
げ
て
取
組
ん
で
い
く
考
え
で
あ
り

ま
す
。

　
本
年
が
、
木
材
産
業
の
再
興
に
向
け

て
飛
躍
の
年
に
な
る
よ
う
、
そ
し
て
皆

様
方
に
と
っ
て
良
い
年
で
あ
り
ま
す
よ

う
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
さ
ら
に
皆
様
方

の
引
続
き
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願

い
申
し
上
げ
新
年
の
ご
挨
拶
と
し
ま
す
。
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全
国
木
材
協
同
組
合
連
合
会

会
　
長
　
　
吉
　
条
　
良
　
明

基
本
課
題
は
木
材
利
用
の
拡
大

　
年
頭
に
当
た
り
一
言
ご
あ
い
さ
つ
申

し
上
げ
ま
す
。
皆
様
に
は
旧
年
中
、
本

会
の
業
務
運
営
に
温
か
い
ご
支
援
と
ご

協
力
を
賜
り
、
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ

ま
す
。

　
さ
て
、
昨
年
三
月
十
一
日
発
生
の
東

日
本
大
震
災
は
未
曾
有
の
被
害
を
出
し
、

木
材
産
業
に
対
す
る
影
響
も
甚
大
な
も

の
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
原
発
事
故

に
よ
る
生
活
・
経
済
へ
の
影
響
は
長
期

に
及
ん
で
お
り
ま
す
。
改
め
て
、
被
災

地
域
の
皆
様
に
心
か
ら
の
お
悔
や
み
と

お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
震
災
後
約
十
ヶ
月
を
経
過
し
、
ま
さ

に
国
を
挙
げ
て
の
復
興
へ
の
懸
命
な
取

組
み
が
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
本

会
と
し
て
も
、
こ
う
し
た
動
き
と
一
体

と
な
っ
た
支
援
が
重
要
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
こ
れ
ま
で
も
必
要
な
手
立
て
を
講

じ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
支
援

策
の
充
実
強
化
を
政
府
・
自
治
体
な
ど

に
働
き
か
け
る
こ
と
は
も
と
よ
り
、
被

災
施
設
の
復
旧
に
役
立
つ
全
木
協
連
の

各
種
助
成
事
業
を
有
効
に
ご
利
用
い
た

だ
く
な
か
で
、
復
興
支
援
に
努
め
て
き

た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
さ
て
、
昨
年
の
我
が
国
の
経
済
に
つ

き
ま
し
て
は
、
前
半
期
は
厳
し
い
状
況

の
中
、
景
気
の
持
ち
直
し
傾
向
が
続
い

て
参
り
ま
し
た
が
、
後
半
期
は
歴
史
的

な
円
高
、
欧
米
経
済
の
停
滞
な
ど
か
ら

回
復
の
テ
ン
ポ
に
か
げ
り
が
み
ら
れ
、

木
材
需
要
の
大
半
を
占
め
る
住
宅
の
着

工
数
も
こ
れ
ま
で
連
続
し
て
前
年
同
月

比
を
上
回
っ
て
き
た
も
の
が
減
少
に
転

じ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
皆
様
方
の

ご
支
援
を
得
て
、
数
次
に
わ
た
り
平
成

二
十
三
年
度
補
正
予
算
の
必
要
性
を
訴

え
て
ま
い
り
ま
し
た
。
第
三
次
補
正
予

算
に
お
い
て
は
、
林
野
庁
関
係
で
は
い

わ
ゆ
る
加
速
化
基
金
の
延
長
な
ど
に
よ

る
復
興
・
復
旧
対
策
と
放
射
能
対
策
、

国
土
交
通
省
関
係
で
は
住
宅
エ
コ
ポ
イ

ン
ト
制
度
の
再
開
な
ど
が
確
保
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
業
界
の
総
力
を
挙
げ
て

の
有
効
な
施
策
要
望
、
業
界
活
動
等
に

よ
り
平
成
二
十
四
年
度
予
算
に
つ
い
て

も
措
置
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
に
あ
っ
て
、
私
ど
も

木
材
産
業
界
の
基
本
課
題
は
木
材
利
用

の
拡
大
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

木
材
産
業
振
興
大
会
を
始
め
あ
ら
ゆ
る

機
会
を
通
じ
て
意
思
統
一
を
図
り
行
動

し
て
き
て
お
り
ま
す
。
す
で
に
施
行
さ

れ
て
い
る
「
公
共
建
築
物
等
に
お
け
る

木
材
の
利
用
の
促
進
に
関
す
る
法
律
」

や
「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
促
進
法
」

な
ど
と
連
動
す
る
こ
と
に
よ
り
、
さ
ら

に
広
範
な
分
野
で
の
木
材
需
要
の
拡
大

が
実
現
で
き
る
も
の
と
期
待
し
て
お
り

ま
す
。

　
環
境
面
な
ど
木
材
の
果
た
す
広
範
な

役
割
が
認
識
さ
れ
つ
つ
あ
る
今
こ
そ
、

品
質
性
能
の
確
か
な
製
品
を
安
定
的
に

供
給
で
き
る
体
制
を
し
っ
か
り
と
整
備

し
、
ま
た
、
そ
の
こ
と
を
的
確
に
発
信

し
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、
木
材
需
要
は

確
実
に
回
復
・
拡
大
す
る
も
の
と
確
信

す
る
次
第
で
す
。

　
本
会
に
お
い
て
は
皆
様
方
の
経
営
に

役
立
つ
様
々
な
事
業
に
取
組
ん
で
お
り

ま
す
。
特
に
、
木
材
加
工
施
設
の
導
入

に
当
た
っ
て
の
利
子
助
成
事
業
や
リ
ー

ス
事
業
、
素
材
生
産
事
業
に
使
用
す
る

高
性
能
林
業
機
械
の
リ
ー
ス
事
業
を
始

め
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
被
害
を
受

け
た
方
々
の
復
旧
資
金
の
利
子
助
成
な

ど
様
々
な
事
業
を
実
施
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
共
同
事
業
・

共
済
事
業
を
皆
様
の
ご
支
援
、
ご
理
解

の
下
、
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

さ
ら
な
る
利
用
に
向
け
本
年
も
努
力
を

傾
注
す
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　
終
わ
り
に
な
り
ま
す
が
、
一
日
も
早

い
、
被
災
者
の
生
活
再
建
と
被
災
地
の

産
業
経
済
の
復
興
が
実
現
さ
れ
、
本
年

が
皆
様
に
と
り
ま
し
て
明
る
い
、
佳
き

年
と
な
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
祈
り
申

し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま

す
。

「
二
千
六
年
の
国
際
熱
帯

林
野
庁
　

　
　
木
材
協
定
」
の
発
効
に
つ
い
て

　
　
木
材
協
定
と
は

　
　
主
な
特
長

１
、国
際
熱
帯

２
、二
千
六
年
協
定
の

３
、加
盟
国

「
二
千
六
年
の
国
際
熱
帯
木
材
協
定
」

（
二
千
六
年
協
定
）
が
十
二
月
七
日
木

曜
日
に
発
効
し
、
十
二
月
二
十
一
日
水

曜
日
に
公
布
さ
れ
ま
し
た
。

　
国
際
熱
帯
木
材
協
定
は
、
一
次
産
品

で
あ
る
熱
帯
木
材
の
貿
易
の
促
進
や
、

熱
帯
林
の
持
続
可
能
な
経
営
を
促
進
さ

せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
、
横

浜
市
に
本
部
を
置
く
国
際
熱
帯
木
材
機

関
（
Ｉ
Ｔ
Ｔ
Ｏ
）
の
根
拠
協
定
と
な
る

も
の
で
す
。

　
「
二
千
六
年
の
国
際
熱
帯
木
材
協
定
」

（
以
下
「
二
千
六
年
協
定
」
と
い
う
。）

は
、
こ
れ
ま
で
有
効
で
あ
っ
た
「
千
九

百
九
十
四
年
の
国
際
熱
帯
木
材
協
定
」

に
代
わ
る
協
定
と
し
て
、
平
成
十
八
年

（
二
〇
〇
六
年
）
一
月
に
ジ
ュ
ネ
ー
ブ

で
作
成
さ
れ
ま
し
た
。
協
定
の
発
効
に

は
各
国
の
批
准
が
必
要
で
あ
り
、
我
が

国
は
、
平
成
十
九
年
（
二
〇
〇
七
年
）

六
月
の
国
会
承
認
後
、
同
年
八
月
に
批

准
し
、
本
年
十
二
月
七
日
に
協
定
の
発

効
要
件
を
満
た
し
効
力
を
生
じ
た
た
め
、

本
日
、
公
布
さ
れ
ま
し
た
。

　
二
千
六
年
協
定
で
は
、
違
法
伐
採
問

題
へ
の
対
処
や
、
持
続
可
能
な
熱
帯
林

経
営
を
通
じ
た
貧
困
軽
減
、
非
木
材
林

産
物
及
び
環
境
サ
ー
ビ
ス
の
持
続
可
能

な
森
林
経
営
に
対
す
る
貢
献
に
つ
い
て

の
理
解
促
進
等
が
、
協
定
の
目
的
と
し

て
新
た
に
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
多
く
の
国
や
民
間
企
業
な
ど

が
持
続
可
能
な
熱
帯
林
経
営
の
実
現
に

参
加
で
き
る
よ
う
に
、
テ
ー
マ
別
プ
ロ

グ
ラ
ム
と
い
う
新
た
な
制
度
が
追
加
さ

れ
、
テ
ー
マ
ご
と
に
資
金
を
集
め
て
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
す
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

　
な
お
、
現
時
点
で
は
、
違
法
伐
採
対

策
、
気
候
変
動
対
策
、
住
民
に
よ
る
林

業
・
林
産
企
業
、
貿
易
促
進
・
市
場
透

明
性
向
上
、
林
産
業
の
発
展
・
効
率
性

向
上
の
五
つ
の
テ
ー
マ
が
決
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
生
産
国
二
十
五
カ
国
、
消
費
国
三
十

六
カ
国
の
計
六
十
一
カ
国
と
Ｅ
Ｕ
（
平

成
二
十
三
年
十
二
月
二
十
日
現
在
）
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（　　　　）内は実数

〔流通部門〕

〔製造部門〕

当月の状況

来月の見通し

当月の状況

来月の見通し

プレカットの動向
受注後、加工ま
での待ち時間

3か月後相場予想

3か月後相場予想

販 売 量
仕 入 量
販 売 価 格
仕 入 価 格

販 売 量
仕 入 量
販 売 価 格
仕 入 価 格

米 材
南 洋 材
北 洋 材
国 産 材
建 材

米 材
南 洋 材
北 洋 材
国 産 材

販 売 量
仕 入 量
販 売 価 格
仕 入 価 格

販 売 量
仕 入 量
販 売 価 格
仕 入 価 格

頻度
乾燥材取引の

保ち合い

保ち合い

平成24年1月25日（水曜日） （第646号）（第三種郵便物認可）

　（　）社木材産業退職金共済会

木材産業界独自の
退職金共済制度

ご加入のおすすめ

木
材
業
景
況
調
査
の
概
要（
十
ニ
月
分
）

23年12月分集計表
モニター数85　　回答数49　　回収率58％

モニター数108　　回答数55　　回収率51％

増加35％（17）
増加29％（14）
上昇　0％（　0）
上昇　2％（　1）

増加14％（　7）
増加16％（　8）
上昇　2％（　1）
上昇　2％（　1）

強　含　み
　2％（　1）
13％（　5）
10％（　4）
11％（　5）
　5％（　2）

増　　加
　9％（　4）

78％（32）
79％（27）
73％（30）
75％（33）
80％（32）

変わらず
91％（41）

減少23％（11）
減少33％（16）
下降　6％（　3）
下降14％（　7）

減少41％（20）
減少41％（20）
下降12％（　6）
下降14％（　7）

弱　含　み
20％（　8）
　8％（　3）
17％（　7）
14％（　6）
15％（　6）

減　　少
　0％（　0）

変わらず42％（20）
変わらず38％（19）
変わらず94％（46）
変わらず84％（41）

変わらず45％（22）
変わらず43％（21）

変わらず84％（41）

変わらず63％（35）
変わらず49％（27）
変わらず84％（46）
変わらず71％（39）

変わらず33％（18）
変わらず35％（19）
変わらず85％（47）
変わらず74％（41）

増加24％（13）
増加29％（16）
上昇　5％（　3）
上昇13％（　7）

増加18％（10）
増加16％（　9）
上昇　4％（　2）
上昇15％（　8）

強　含　み
14％（　3）
40％（　6）
29％（　4）
18％（　9）

72％（15）
47％（　7）
64％（　9）
70％（34）

1ヵ月
27％（　3）64％（　7）

1ヵ月以内

減少13％（　7）
減少22％（12）
下降11％（　6）
下降16％（　9）

減少49％（27）
減少49％（27）

下降11％（　6）

弱　含　み
14％（　3）
13％（　2）
　7％（　1）
12％（　6）

1ヵ月以上
　9％（　1）

下降11％（　6）

変わらず86％（42）

　
十
二
月
は
、
流
通
・
製
造
部
門
と
も
、

販
売
量
は
前
月
よ
り
増
加
し
た
が
、
仕

入
量
は
前
月
と
変
わ
ら
な
か
っ
た
。
ま

た
、
販
売
価
格
、
仕
入
価
格
に
つ
い
て

は
変
わ
ら
な
か
っ
た
。

　
一
月
は
、
流
通
・
製
造
部
門
と
も
、

販
売
量
、
仕
入
量
に
つ
い
て
は
、
前
月

よ
り
減
少
の
見
通
し
で
あ
る
。
正
月
休

み
に
よ
る
稼
動
日
数
の
減
少
な
ど
季
節

性
を
考
慮
し
た
見
通
し
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
販
売
価
格
、
仕
入
価
格
に
つ
い

て
は
、
変
わ
ら
ず
の
見
通
し
で
あ
る
。

　
三
ヵ
月
後
の
相
場
予
想
に
つ
い
て
は
、

米
材
、
国
産
材
は
流
通
・
製
造
部
門
と

も
保
ち
合
い
予
想
で
あ
る
。
南
洋
材
、

北
洋
材
は
、
流
通
部
門
で
は
保
ち
合
い

予
想
で
あ
る
が
、
製
造
部
門
で
は
強
含

み
予
想
で
あ
る
。
ま
た
、
建
材
は
保
ち

合
い
予
想
で
あ
る
。

　
流
通
部
門
に
お
け
る
「
乾
燥
材
取
引

の
頻
度
」
に
つ
い
て
は
、「
変
わ
ら
ず
」

の
回
答
が
多
い
が
、
乾
燥
材
の
一
定
の

取
引
は
定
着
し
て
い
る
と
見
ら
れ
る
。

　
プ
レ
カ
ッ
ト
工
場
の
操
業
状
況
は
変

わ
ら
な
い
。


